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Abstract
This paper examine the Sasebo city welfare plan of people with disability, when the next city 
welfare plan is going to planned in this changing policy of the disability.　The target level of serv-
ice quantity in the Sasebo city welfare plan was almost same as that of other cities’ in Nagasaki 
prefecture, except day service for children and short stay service, which Sasebo’s are lower than 
other cities’.　Hereafter it is important to examine the target achievement and the way for that, 
furthermore the process to listen  to the opinions of people with disability must be placed a 
premium.
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要　旨
変動する障害福祉施策の中で次期計画が立てられようとしている市町村障害福祉計画について、佐世
保市の前期計画を検証した。佐世保市は児童デイサービス、短期入所は少なく、また日中活動系サービ
スは県平均よりは少ないが、あらかた他の地域と相違のない目標を立てていたと考えられた。今後、目
標達成状況や目標達成のための方策を検証することも重要であるが、当事者の声を聞くそのプロセスの
意義も重視する必要がある。
キーワード
市町村障害福祉計画、サービスの量、当事者
研究ノート 
者に係る制度の集中的な改革を行うために、平
成２１年１２月障がい者制度改革推進本部が設置さ
れた。この本部は内閣総理大臣を本部長とする
全ての国務大臣で構成されている。その下の障
がい者制度改革推進会議及び部会においては
様々な意見が議論され、平成２２年６月７日に
「障害者制度改革の推進のための基本的な方向
（第一次意見）」、「障害者制度改革の推進のため
の第二次意見（同年１２月１７日）」を本部長に提出、
第一次意見を踏まえて、平成２２年６月２９日には
「障害者制度改革の推進のための基本的な方向
について」が閣議決定された。この閣議決定の
中で、障害者総合福祉法（仮称）については、
平成２４年通常国会への法案提出、平成２５年８月
までの施行を目指すこととされている。「障が
い者制度改革推進会議」の下に昨年４月から置
かれた「障がい者制度改革推進会議総合福祉部
会」は、平成２４年通常国会への法案提出に向け
て今年（平成２３年）８月３０日、骨格提言（「障
害者総合福祉法の骨格に関する総合福祉部会の
提言」）を行っている。
また今年（平成２３年）８月には、障害者基本
法が改正された。障がい者制度改革推進会議の
「障害者制度改革の推進のための第二次意見（同
年１２月１７日）」を踏まえて、「障害者基本法の一
部を改正する法律案」が平成２３年４月２２日の閣
議決定の後、国会へ提出され、衆議院で一部修
正のうえ、可決・成立し、８　 月５日に公布・施
行（一部を除く）となったものである。改正障
害者基本法では、法の目的に「すべての国民が、
障害の有無によって分け隔てられることなく、
相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する
社会の実現」を加え、障害を「社会モデル」の
考え方を踏まえてとらえようとしている。ま
た、第３条（地域社会における共生等）の第２
項では「全て障害者は、可能な限り、どこで誰
と生活するかについての選択の機会が確保さ
れ、地域社会において他の人々と共生すること
を妨げられないこと。」としている。
改正された障害者基本法においても、政府は
「障害者基本計画」を策定しなければならず、都
道府県は都道府県障害者計画を、市町村は市町
村障害者計画を策定しなければならない（第１１
条）。現在の障害者基本計画は平成１５年から平
成２４年までのものであるので、平成２５年度から
のものが改正障害者基本法による障害者計画と
なる。障害者計画と障害福祉計画の関係につい
ては、障害者計画は「障害者基本法」に基づく
障害者のための施策に関する基本的な事項を定
める中長期の計画とされ、障害福祉計画は障害
者計画の中の「生活支援」に関わる事項中、障
害福祉サービスに関する３年間の実施計画的な
位置づけとされている。
今年度に次期計画が立てられようとしている
市町村障害福祉計画は、このように変動する障
害福祉施策の中で、「全て障害者は、可能な限
り、どこで誰と生活するかについての選択の機
会が確保され、地域社会において他の人々と共
生することを妨げられないこと。」を可能とする
ための市町村つくりのための身近で最初の計画
の役割を担っている。
計画策定に当たっては、「地方障害者施策推
進協議会」を設置している場合にあってはその
意見を、その他の場合にあっては障害者その他
の関係者の意見を聴かなければならない。（第
１１条第６項）」とされ、当事者の意見を聴くこと
が重視されている。必要なものは他市の動向に
かかわらず必要であり、当事者の意見が重要な
のは当然のことである。しかし一方で他市では
どうなのかという視点は、その市町村障害福祉
計画に客観的な視野を提供し、地域格差を減ず
ることや、他市に劣るまいと施策を進めること
に役立つと考えられる。本稿では、長崎県内の
１３市の平成２０年度の障害福祉サービス利用実
績、平成２３年度障害福祉計画サービス利用者目
標値を比較し、佐世保市の障害福祉サービス量
を検証する。
２．方　法
平成２１年３月長崎県障害福祉計画（第２期平
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成２１年度～平成２３年度、平成２１年３月）別表を
もとに、長崎県内の１３市と県全体の平成２０年度
の障害福祉サービス利用実績、平成２３年度障害
福祉計画サービス利用者目標値を比較する。国
の数値として障害者計画の重点施策実施５か年
計画（後期５か年計画）の数値も比較対象とす
る。ただし、重点施策実施５か年計画（後期５
か年計画）の数値は平成１９年度から平成２３年度
に向けての概数値である。全国の人口は平成２１
年の推計人口である。長崎県と県内各市の人口
は県の公式ホームページに示されている平成２３
年１０月１日推計人口を用いた。
平成２１年度から平成２３年度に向けてのサービ
ス利用者数の増減率を比較するために「平成２３
年度利用者数／平成２０年度利用者数（人）」を
算出した。
平成２１年度から平成２３年度に向けてのサービ
ス見込量の増減率を比較するために「平成２３年
度見込量／平成２０年度見込量（時間または人
日）」を算出した。
人口に対してどのくらいのサービス量を準備
しようとしているかを比較するために「見込量
／人口×１００（平成２３年度）」（以下、人口当た
り準備見込量とする）を算出した。障害者また
は障害によるニーズの量が仮に人口に比例する
とすれば、地域格差の指標として考えられる。
ただし、佐世保市は平成２２年３月に江迎町、鹿
町町と合併し人口が約１０,０００人増加している。
また、特に福祉施設入所者の地域生活への移
行が重視されていることから、福祉施設入所者
の地域生活への移行の数値目標について佐世保
市障がい福祉計画のものと長崎県障害福祉計画
のものとを比較検討した。
３．結　果
１）居宅介護・重度訪問介護・行動援護・重
度障害者等包括支援
長崎市は、平成２０年度から２３年度にかけて、
利用者数も見込量も約１.５倍とする目標を立て
ていた。これに対し佐世保市の場合、利用者数
はあまり増やさずに見込量を倍にする、いわば
広げず手厚くの目標を立てている。平成２３年度
（目標値を達成した場合。以下同様）、佐世保市
の人口当たり準備見込量は大村市に次いで多
い。全国の人口当たり準備見込量（４.０９）は、
全国の平均水準と考えられる。佐世保市の人口
当たり準備見込量（４.５８）は、全国水準より高
い（表１）。
２）生活介護
佐世保市は利用者数・見込み量ともに約６.６倍
を目標値として設定していた。その結果、平成
２３年度の佐世保市では、１
　
 人当たり月１４～１５日
のサービス量を維持しながら利用者数を増やす
ことができることとなる。人口当たり準備見込
み量（３.９０）は県平均（４.００）と近似な値であ
る（表２）。
３）自立訓練（機能訓練）
佐世保市は利用者数・見込み量ともに約９倍
を目標値として設定していた。その結果、平成
２３年度の佐世保市では、１　 人当たり月約２０日の
サービス量を月２１～２２日のサービス量へ微増さ
せながら利用者数を増やすことができることと
なる。人口当たり準備見込み量（３.９０）は県平
均（４.００）と近似な値である（表３）。
４）自立訓練（生活訓練）
佐世保市は利用者数・見込み量ともに約１.３倍
を目標値として設定していた。その結果、平成
２３年度の佐世保市では、１
　
 人当たり月約１４日の
サービス量を維持しながら利用者数を増やすこ
とができることとなる。人口当たり準備見込み
量（０.６４）は県平均（０.８５）よりやや少ない量
となる。
５）就労移行支援
佐世保市は利用者数・見込み量ともに約２.３倍
を目標値として設定していた。その結果、平成
２３年度の佐世保市では、１　 人当たり月約１７日の
佐世保市障がい福祉計画の検証
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サービス量を月１８日のサービス量へ微増させな
がら利用者数を増やすことができることとな
る。人口当たり準備見込み量（０.３３）は県平均
（０.６８）よりやや少ない量となる。
６）就労継続支援（Ａ型）
佐世保市は利用者数・見込み量ともに約１.８倍
を目標値として設定していた。その結果、平成
２３年度の佐世保市では、１　 人当たり月約２１日の
サービス量を維持しながら利用者数を増やすこ
とができることとなる。人口当たり準備見込み
量（０.２６）は県平均（０.５８）よりやや少ない量
となる。
７）就労継続支援（Ｂ型）
佐世保市は利用者数・見込み量ともに約４.２倍
を目標値として設定していた。その結果、平成
２３年度の佐世保市では、１　 人当たり月約１７日の
サービス量を維持しながら利用者数を増やすこ
とができることとなる。人口当たり準備見込み
量（１.６８）は県平均（２.５３）よりやや少ない量
となる。
　
国の後期５か年計画では、日中活動系サービ
スのサービス提供量の数値目標が示されてい
る。ここでの日中活動系サービスとは、上記
２）～７）の生活介護事業、自立訓練（機能訓
練）事業、自立訓練（生活訓練）事業、就労移
行支援事業、就労継続支援（Ａ型）事業、就労
継続支援（Ｂ型）事業に、新体系サービスに移
行していない身体障害者更生施設、身体障害者
療護施設、身体障害者授産施設（通所・入所）、
知的障害者更生施設、知的障害者授産施設（通
所・入所）、精神障害者授産施設（通所・入所）、
精神障害者生活訓練施設、小規模通所授産施設
（身体・知的・精神）、福祉工場（身体・知的・
精神）を加えたものである。新体系サービスに
移行していない各事業を含めずに、長崎市、佐
世保市、長崎県全体の２）～７）の合計値を算
出し、国の後期５か年計画の数値目標と比較す
ると、表４のようになる。佐世保市は平成２０年
度のサービス量を３.８８倍した人口当たり準備見
込み量（６.９７）が、国の後期５か年計画で平成
２０年度のサービス量を１.０６倍した人口当たり準
備見込み量（６.４７）と近似な値となる。
８）児童デイサービス
佐世保市は利用者数を約１.５倍、見込み量を
約１.７倍と目標値に設定していた。その結果、
平成２３年度の佐世保市では、１　 人当たり月約１７
日のサービス量と利用者数をともに増やすこと
ができることとなる。しかしそれでも人口当た
り準備見込み量（０.０３）は、県平均（０.２６）や
全国平均（０.２７）より少ない量となる（表５）。
９）短期入所
佐世保市では利用者数・見込み量ともに減ら
した数を目標値として設定していた。その結
果、平成２３年度の佐世保市では、１　 人当たり月
約９日のサービス量から約７日へとサービス量
が減少する。人口当たり準備見込み量（０.０７）
は県平均（０.２６）や全国平均（０.２７）より少な
い量となる（表６）。
１０）共同生活援助・共同生活介護
佐世保市では、約１.４倍の利用者数を目標値
として挙げていた。県平均では約１.９倍、国平
均では約１.８倍の利用者数を目標値として挙げ
ている。人口当たり準備見込み量（０.１１）は県
平均（０.１５）をやや下回り、全国平均（０.０６）
より多い量となる。
１１）施設入所支援
佐世保市では、約４６倍の利用者数を目標値と
して挙げていた。県平均では約８７倍、国平均で
は約０.９２倍の利用者数を目標値として挙げてい
る。人口当たり準備見込み量（０.１８）は県平均
（０.１８）と等しく、全国平均（０.１１）よりやや多
い量となる。
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１２）療養介護
佐世保市では、約１.２倍の利用者数を目標値
として挙げていた。県平均では約１.７倍、国平
均では約２.５倍の利用者数を目標値として挙げ
ている。人口当たり準備見込み量（０.０１）は県
平均（０.０１）とも全国平均（０.０１）とも等しい
量となる。
１３）相談支援
佐世保市では、平成２０年には皆無であった相
談支援の利用者を平成２３年には５８人とすること
を目標とした。人口当たり準備見込み量（０.０２）
は県平均（０.０２）と等しく、全国平均（０.０４）
の半分にあたる量となる。
１４）福祉施設入所者の地域生活への移行
長崎県障害福祉計画の福祉施設入所者の地域
生活への移行において、基礎数値（平成１７年１０
月１日現在の入所者数）は２,９９８人（Ａ）、目標
年度入所者数（平成２３年度末時点の入所施設の
利用見込人数）は２,４２８人（Ｂ）、目標値（定員
削減見込数）は５７０人（ＡＢ）、目標値（地域
生活移行者数）は４２０人であった。定員削減見込
数の削減率は１９％、地域生活移行者数の移行率
は１４％と設定された。
佐世保市障がい福祉計画では、基礎数値４８９
人（江迎、鹿町を含むと５１６人）、目標年度入所
者数４６２人、目標値（定員削減見込数）３２人、
目標値（地域生活移行者数）１０３人（江迎、鹿
町を含むと１０７人）であった。佐世保市は定員削
減見込数を、平成２３年度末までの地域生活移行
者数から新規利用による入所型施設入所者数を
差し引いた数としているため、長崎県障害福祉
計画の数字のようにＡＢとはならない。定員
削減見込数の削減率は６.５％、地域生活移行者
数の移行率は２１％と設定されていた。平成２３年
８月１日現在の施設入所者数は４７２人、平成２３
年８月１日までの地域生活移行者数は６２人で平
成２３年度末までの目標値に対する達成率は５７.９ 
％であった。
４．考　察
これらのことから、第２期計画における佐世保
市の計画立案の特徴として次のことがあげられる。
①堅実な目標値をたてる傾向にある。目標達
成可能性を考えた目標設定と考えられる。
②訪問系サービス（居宅介護・重度訪問介護・
行動援護・重度障害者等包括支援）では、平成
２３年度（目標値を達成した場合。以下同様）の
人口当たり準備見込み量が、県平均及び全国平
均より多く、１　 人当たりのサービス見込み量も
月５１.５時間と県内他市より多い。
③日中活動系サービス（生活介護事業、自立
訓練（機能訓練）、自立訓練（生活訓練）、就労
移行支援、就労継続支援（Ａ型）、就労継続支
援（Ｂ型））の合計では、平成２３年度の人口当
たり準備見込み量は、県平均より少ないが、全
国平均よりは多い。
平成２３年度の１人当たりのサービス見込み量
を個別にみると、生活介護は約１５日、自立訓練
（機能訓練）は約２２日、自立訓練（生活訓練）
は約１４日、就労移行支援は約１８日、就労継続支
援（Ａ型）は約２１日、就労継続支援（Ｂ型）は
約１７日となる。
④児童デイサービス、短期入所は、平成２３年
度の人口当たり準備見込み量においても、平成
２３年度の１人当たりのサービス見込み量におい
ても、県平均、全国平均、県内他市に比べて少
ない。
⑤共同生活援助・共同生活介護での平成２３年
度の人口当たり準備見込み量は、県平均より少
ないが、全国平均よりは多い。
⑥施設入所支援での平成２３年度の人口当たり
準備見込み量は、県平均とは等しいが、全国平
均よりは多い。
⑦療養介護での平成２３年度の人口当たり準備
見込み量は、県平均とも全国平均とも等しい。
⑧相談支援での平成２３年度の人口当たり準備
見込み量は、県平均とは等しいが、全国平均よ
りは少ない。
⑨福祉施設入所者の地域生活への移行につい
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ては、地域生活移行者数の移行率は２１％と設定
され県計画より積極的と見える。しかし、新規
利用による入所者を想定し定員削減見込数の削
減率は県計画の１９％に対し６.５％と小さい。
　
第２期計画目標値（平成２３年度）を人口に対
しての準備見込み量という数値だけから他市や
県、全国の値と比較すると、佐世保市は児童デ
イサービス、短期入所は少なく、また日中活動
系サービスは県平均よりは少ないが、あらかた
他の地域と相違のない目標を立てていたと見る
ことができる。そこで次には、佐世保市に限ら
ず各市がどのように計画を達成できたか、その
実績値がより重要となるが、この値はまだ公表
されてはいない。
繰り返しにはなるが、数値的比較よりもさら
に重要なのは生活する人々のニーズが満たされ
ていることである。今年（平成２３年）８月の骨
格提言の基礎となった２つの指針の１つ「基本
合意文書」の元でもある障害者自立支援法違憲
訴訟での要望書では、「障害者福祉の社会資源
の充実、基盤整備」、「社会参加支援の充実」が
障害福祉制度の根本問題の１つとしてそれぞれ
挙げられている。特に「障害者福祉の社会資源
の充実、基盤整備」では「障害福祉事業は報酬
単価が低廉であり、全国各地において、事業所、
有資格ヘルパー等が著しく不足しており、結果
として、障害福祉施策を利用できない障害者が
多数存在します。」とされている。全国的にサー
ビス量がまだまだ少ないのが実情であろう。こ
うした中で、他市と比較はできてもそれによっ
てサービス量が十分かどうかは推測できない。
新規利用による入所者を想定し定員削減見込数
の削減率を小さく設定した佐世保市は在宅サー
ビス量が増えていくことに懐疑的で慎重だった
とも考えられる。
サービス量の多寡に報酬単価が最も大きく影
響するのであれば、市町村に目標達成の努力を
求めるのは酷であろう。市町村には目標達成の
ための手段がほとんどないように見える。３　 年
ごとにニーズを問い、当事者の声を聞き、議論
し公表するそのプロセスの意義を大切にする必
要がある。さらに、プロセスの意義を重要視す
るだけではなく、その目標値を国が引き受けて
達成のための努力をするのか、市町村に手段を
示すのか、いずれにしても、目標達成のための
方策が必要と考えられる。在宅サービスが地域
社会に十分ではないところに入所者数の削減を
進めても、地域生活は成り立たない。入所施設
には援助や支援の技術の集積があり、人材を育
てる力も大きいであろう。福祉系 NPO 法人が
次々と立ち上がることは期待しにくい市町村で
は、入所施設がその能力を市町村や在宅サービ
スの開発に向ける余力を持てるような制度上の
仕組みが求められているのかもしれない。
５．まとめと今後の課題
第３期障害福祉計画は「全て障害者は、可能
な限り、どこで誰と生活するかについての選択
の機会が確保され、地域社会において他の人々
と共生することを妨げられないこと。」を可能と
するための市町村つくりのための身近で最初の
計画である。佐世保市の場合、第２期障害福祉
計画での目標値は児童デイサービス、短期入所
では少ない傾向が見られたものの、県内他市と
大きな差異はほとんどないと考えられた。しか
し、他市との比較をするまでもないほどに、全
国的にサービス量がまだまだ少ないことも考え
られ、どのように目標を達成するか、どのよう
にニーズを問い当事者の声を聞くかが重要だと
考えられる。
今後は、各市の目標達成状況や目標達成のた
めの方策を検証すること、計画・実施・検証の
サイクルを明確にし計画を実らせる方法を明ら
かにすることが必要である。
資　料
長崎県（２００９）『長崎県障害福祉計画（第２期平成
２１年度～平成２３年度）』
内閣府（２０１１）『平成２３年版　障害者白書』 
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表１　居宅介護・重度訪問介護・行動援護・重度障害者等包括支援
人口※
（平成２３年
１０月１日
推計）
見込量／
人口×１００
（平成２３年度）
見込量／
利用者数
（平成２３年度）
見込量／
利用者数
（平成２０年度）
平成２３年度
見込量／
平成２０年度
見込量
（時間）
平成２３年度
利用者数／
平成２０年度
利用者数
（人）
平成２３年度
（第２期計画目標値）
平成２０年度
（９月実績）
見込量
（時間）
利用者数
（人）
見込量
（時間）
利用者数
（人）市町村
４４１,１９９３.９６３２.１０３３.５０１.４４１.５１１７,４６４５４４１２,０９２３６１長崎市
３０,７０９２.４０１０.５４１０.５８３.６７３.６８７３８７０２０１１９西海市
２５９,８６０４.５８５１.５４２６.７７２.２２１.１６１１,９０６２３１５,３５４２００佐世保市
３４,２５６３.０７１４.７９１４.８８１.６４１.６５１,０５０７１６４０４３平戸市
２４,８７２０.６８５.２５９.５６１.９５３.５６１６８３２８６９松浦市
１４０,４０６３.５３３０.００２８.８０１.５９１.５３４,９５０１６５３,１１０１０８諫早市
９１,１７６８.２１３５.００３４.８９１.３４１.３４７,４９０２１４５,５８３１６０大村市
４７,０４８２.１２１４.２３１１.９４２.５３２.１２９９６７０３９４３３島原市
４６,６０６０.９５８.８８１２.７８１.０９１.５６４４４５０４０９３２雲仙市
４９,６５９２.７４２４.７３２４.７２２.２０２.２０１,３６０５５６１８２５南島原市
３９,９１９２.７４２０.６０２１.６９１.２９１.３６１,０９２５３８４６３９五島市
２８,８６１２.２９１８.８６３０.２３１.６８２.６９６６０３５３９３１３壱岐市
３３,６２８３.８０１５.０２１４.７１１.７７１.７３１,２７７８５７２１４９対馬市
１,４１７,２８２３.８１２８.７９２６.８２１.６６１.５４５４,０６９１,８７８３２,６４１１,２１７長崎県
１２７,５１０,０００４.０９１.３９約５,２２０,０００約３,７６０,０００全国
※長崎県人口については、
http://www.pref.nagasaki.jp/toukei/new_date/nen_geppou/nen/nenreibetsu/nenreibetsu.htm
を用いた。（平成２３年１０月１日推計値）
　日本の人口については、
http://www.stat.go.jp/data/nihon/０２.htm
による平成２１年（国勢調査人口を基礎とした１０月１日の推計人口）を用いた。
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表２　生活介護
人口
（平成２３年
１０月１日
推計）
見込量／
人口×１００
（平成２３年度）
見込量／
利用者数
（平成２３年度）
見込量／
利用者数
（平成２０年度）
平成２３年度
見込量／
平成２０年度
見込量
（時間）
平成２３年度
利用者数／
平成２０年度
利用者数
（人）
平成２３年度
（第２期計画目標値）
平成２０年度
（９月実績）
見込量
（時間）
利用者数
（人）
見込量
（時間）
利用者数
（人）市町村
４４１,１９９２.１７１４.２６１４.７９６.１１６.３４９,５８３６７２１,５６８１０６長崎市
３０,７０９５.９４７.５１７.５８９.２６９.３５１,８２５２４３１９７２６西海市
２５９,８６０３.９０１４.８９１４.８４６.６３６.６１１０,１４３６８１１,５２９１０３佐世保市
３４,２５６７.９９２１.２２１４.７９１３.２２９.２１２,７３７１２９２０７１４平戸市
２４,８７２７.７８２２.００１６.６７３８.７２２９.３３１,９３６８８５０３松浦市
１４０,４０６４.３４１８.２１１１.８９６.２６４.０９６,１００３３５９７５８２諫早市
９１,１７６４.１７２０.００１５.１５４.５６３.４５３,８００１９０８３３５５大村市
４７,０４８６.５５２０.００９.９６６.０６３.０２３,０８０１５４５０８５１島原市
４６,６０６９.１１２３.８５１８.７４７.３１５.７４４,２４６１７８５８１３１雲仙市
４９,６５９２.６５１７.１０１４.５９３.３４２.８５１,３１７７７３９４２７南島原市
３９,９１９５.４１１６.００１０.８０２０.００１３.５０２,１６０１３５１０８１０五島市
２８,８６１４.２７３０.８０１６.６７２４.６４１３.３３１,２３２４０５０３壱岐市
３３,６２８４,３８２３.００１７.２５２１.３３１６.００１,４７２６４６９４対馬市
１,４１７,２８２４.００１７.０１１３.７６７.２６５.８７５６,６６７３,３３１７,８０１５６７長崎県
表３　自立訓練（機能訓練）
人口
（平成２３年
１０月１日
推計）
見込量／
人口×１００
（平成２３年度）
見込量／
利用者数
（平成２３年度）
見込量／
利用者数
（平成２０年度）
平成２３年度
見込量／
平成２０年度
見込量
（時間）
平成２３年度
利用者数／
平成２０年度
利用者数
（人）
平成２３年度
（第２期計画目標値）
平成２０年度
（９月実績）
見込量
（時間）
利用者数
（人）
見込量
（時間）
利用者数
（人）市町村
４４１,１９９０.０９６.８３７.１９１.２８１.３５３９６５８３０９４３長崎市
３０,７０９０.８０５.０２４.３３９.４６８.１７２４６４９２６６西海市
２５９,８６００.１４２１.８２２０.５０９.０５８.５０３７１１７４１２佐世保市
３４,２５６０.０１２.５０２.５０１.００１.００５２５２平戸市
２４,８７２０.０９２２.００１２.００１.８３１.００２２１１２１松浦市
１４０,４０６０.０２１５.００３０２００諫早市
９１,１７６０.０１２.５０１.００５.００２.００１０４２２大村市
４７,０４８０.０８１８.００３６２００島原市
４６,６０６０.００００００雲仙市
４９,６５９０.６２３１.００３１０１０００南島原市
３９,９１９０.１２２３.００４６２００五島市
２８,８６１０.０８２２.００２２１００壱岐市
３３,６２８０.００００００対馬市
１,４１７,２８２０.１３１１.２５７.７３３.４５２.３７１,８６８１６６５４１７０長崎県
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表４　日中活動系サービス（２～７）
人口
（平成２３年
１０月１日
推計）
見込量／
人口×１００
（平成２３年度）
見込量／
利用者数
（平成２３年度）
見込量／
利用者数
（平成２０年度）
平成２３年度
見込量／
平成２０年度
見込量
（時間）
平成２３年度
利用者数／
平成２０年度
利用者数
（人）
平成２３年度
（第２期計画目標値）
平成２０年度
（９月実績）
見込量
（時間）
利用者数
（人）
見込量
（時間）
利用者数
（人）市町村
４４１,１９９５.７２３.６９２５,２４７６,８３７長崎市
２５９,８６０６.９７３.８８１８,１０１４,６６８佐世保市
１,４１７,２８２８.７７４.３８１２４,３３６２８,３９６長崎県
１２７,５１０,０００６.４７１.１６約８,２５０,０００約７,１３０,０００全国
表５　児童デイサービス
人口
（平成２３年
１０月１日
推計）
見込量／
人口×１００
（平成２３年度）
見込量／
利用者数
（平成２３年度）
見込量／
利用者数
（平成２０年度）
平成２３年度
見込量／
平成２０年度
見込量
（時間）
平成２３年度
利用者数／
平成２０年度
利用者数
（人）
平成２３年度
（第２期計画目標値）
平成２０年度
（９月実績）
見込量
（時間）
利用者数
（人）
見込量
（時間）
利用者数
（人）市町村
４４１,１９９０.１８５.０９５.１８１.１０１.１２７８９１５５７２０１３９長崎市
３０,７０９０.４４２.７２２.４３２.００１.７９１３６５０６８２８西海市
２５９,８６００.０３２.７１２.３２１.７３１.４７７６２８４４１９佐世保市
３４,２５６０.２６３.００２.６８１.３４１.２０９０３０６７２５平戸市
２４,８７２０.６０４.００２.１５２.５５１.３７１４８３７５８２７松浦市
１４０,４０６０.３５６.００６.６２１.０８１.１９４８６８１４５０６８諫早市
９１,１７６０.４６３.００２.３６２.５５２.００４２０１４０１６５７０大村市
４７,０４８０.３２３.００３.５０１.１３１.３２１５０５０１３３３８島原市
４６,６０６０.３２９.８０９.５３１.０３１.００１４７１５１４３１５雲仙市
４９,６５９０.８１８.００６.５３１.６１１.３２４００５０２４８３８南島原市
３９,９１９０.３５３.００２.９５１.１１１.０９１４１４７１２７４３五島市
２８,８６１０.４４４.００３.５４１.５１１.３３１２８３２８５２４壱岐市
３３,６２８０.０６３.００３.１３０.８４０.８８２１７２５８対馬市
１,４１７,２８２０.２６４.３３４.１８１.４５１.４０３,６６０８４５２,５２７６０５長崎県
１２７,５１０,００００.２７１.３１約３４０,０００約２６０,０００全国
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表６　短期入所
人口
（平成２３年
１０月１日
推計）
見込量／
人口×１００
（平成２３年度）
見込量／
利用者数
（平成２３年度）
見込量／
利用者数
（平成２０年度）
平成２３年度
見込量／
平成２０年度
見込量
（時間）
平成２３年度
利用者数／
平成２０年度
利用者数
（人）
平成２３年度
（第２期計画目標値）
平成２０年度
（９月実績）
見込量
（時間）
利用者数
（人）
見込量
（時間）
利用者数
（人）市町村
４４１,１９９０.２６１２.００１２.１１１.４７１.４８１,１４０９５７７５６４長崎市
３０,７０９０.２８８.６０１.００８６.００１０.００８６１０１１西海市
２５９,８６００.０７７.３８９.０７０.７６０.９３１９２２６２５４２８佐世保市
３４,２５６０.１２８.４０１１.００１.９１２.５０４２５２２２平戸市
２４,８７２０.５１４２.００６.５０９.６９１.５０１２６３１３２松浦市
１４０,４０６０.２５８.００８.５１１.０９１.１６３４４４３３１５３７諫早市
９１,１７６０.３７９.００９.２４１.４４１.４８３３３３７２３１２５大村市
４７,０４８０.７９１０.００１２.１４１.４５１.７６３７０３７２５５２１島原市
４６,６０６０.４４７.２５１０.７５１.１８１.７５２０３２８１７２１６雲仙市
４９,６５９０.５６１４.００９.７３２.６２１.８２２８０２０１０７１１南島原市
３９,９１９０.１１７.００６.５０３.２３３.００４２６１３２五島市
２８,８６１０.１９１４.００２４.００２.３３４.００５６４２４１壱岐市
３３,６２８０.１４１１.７５３１.００１.５２４.００４７４３１１対馬市
１,４１７,２８２０.２６１０.１２１０.５２１.５５１.６１３,７１４３６７２,３９８２２８長崎県
１２７,５１０,００００.２７１.４６約３５０,０００約２４０,０００全国
